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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
諏訪 丈晴

リサイクルループを加速し、次世代に豊かな未来を！
私たちは「安心・安全・信頼・MARUEI」のもと、地域に根差したリサイクル企業です。我々のリサイクルのルー
プを拡大し、循環させていくために投資し他企業を取り組み、当面売上１００億円の企業を目指して地域、日本、
世界の環境負荷を軽減して、次世代の明るい未来を構築いたします。

• 本社工場の稼働率向上
• 自社発生廃棄物の再資源化に伴う技術的知見の習得、販路開拓
• 土地と人員の確保
• デジタル技術を活用した省人化
• 営業活動強化による仕入れソースの拡大本社工場

〇本社所在地：埼玉県久喜市桜田５－18－9

〇事業概要：鉄スクラップ加工業

産業廃棄物収集運搬・中間処理業

〇常時使用する従業員：31名（2025年10月時点）

〇現在の売上高：23億円 （ 2025年12月期）

〇法人番号：8030001031249

〇Web：https://www.eco-maruei.com/

株式会社丸栄（鉄スクラップ加工業）

• 各部門の人員配置を適正化するとともに、外国人労働者の積極
活用も検討する。

• 工場長、副工場長を中心として本社工場の設備入替と予知保全
の運用を検討、実行する。

• 常務を中心として設備の選定、工場レイアウトの検討、許認可
の確認、販路拡大を行う。

• 専務と営業班が中心となり新規顧客の獲得に向けた営業の強化
を行う。

• これらの事業については社長が統括、管理する。

前期（2026年～2030年）
• 本社工場の設備入替の実施、予知保全の導入による操業の安定

化を行い、設備稼働率を向上（→操業コスト削減）。
• 自社発生廃棄物を再選別することで有価物を抽出し販売（→収

益力向上）。
後期（2031年～2035年）
• コスト競争力改善に伴い営業を強化し新規顧客を獲得、取り扱

い数量の向上。
• 上記に伴う運送部門の強化と新規工場の建設稼働。

事業所や製品の写真等

経営者
写真

2035年の売上高100億円達成に向
け、年率 10.9％程度の成長を
目指す。目標実現のため、稼働率向
上による既存事業の強化、廃棄物の
再資源化事業拡大を志向する。
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